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益を守り（protect）、同盟国・パートナーを防衛し
（Defense）、世界的な侵略を阻止し、要請に応じて戦

いに勝利する（Attack）」と話をされた際に、米軍と日
本とのでは視点や考え方の違いがあるように感じた。
米軍としての一番の防衛は、敵を攻めて祖国を守るこ
とであると謳っている一方で、日本は守って反撃する
といった防空戦闘の考えを重んじているため、国とし
ての思想や憲法による違いがこのようなキーワードに
出てきているのではないかと感じた。
　講話後は、第 35 戦闘航空団司令部が保有している
格納庫にて F-16 や各種訓練器材の見学と概要説明を受
けた。格納庫においても第 35 戦闘航空団司令官のデ
イビッドソン司令官自ら概要説明を実施いただき、米
軍としての思いや考えなど様々な視点で話を聞くこと

ができ、非常に濃密な時間を過ごした。
   ２日間の研修を通じて、昨今の多種多様な脅威から
我が国を守るためには、迅速な展開や対応が今以上に
求められていること、また、安全保障を保つためには、
より一層日米の連携が不可欠になって来ると強く感じ
た。そのため、私たち一人ひとりも国内のみならず外
に目を向け、我が国がどうすればよいかを安全保障の
観点含めて当事者意識を持ちながら、自分の意見を持
つことも大切だと感じた。加えて、地域住民を含めた
日米間の強固な友好関係を重んじる姿勢も印象的であ
り、日米ともに地域と手を取り合いながらともに歩ん
でいることを改めて認識することができた。本研修の
企画・実施に尽力いただきました関係者の皆様にこの
場を借りて御礼申し上げます。

 　10 年に 1 度と言われるほどの大寒波に見舞われた 2

月上旬、 天候とは裏腹に、 心晴れやかに初めての三沢基

地訪問で期待に胸を膨らませるなか、 JAAGA 三沢基地

研修に参加させていただきました。

　私事で大変恐縮ですが、 新入社員として防衛産業に携

わり約 1 年、 先ずはこのような貴重な機会を頂戴いたし

ましたこと、 ご関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 本

研修は 2 日間に渡り実施され、 1 日目は C-130 輸送

機で入間基地から三沢基地へ飛行しました。 三沢基地到

着後は、 北空司令官殿、 基地司令殿表敬と講話拝聴、

F-35、 E-2、 RQ-4B といった機体の見学をいたしまし

た。 次いで 2 日目は、 第 35 戦闘航空団司令官殿の講

話を拝聴し、 格納庫にて F-16 をはじめ米軍が保有する

機体や装備品の見学を行い、 C-2 輸送機にて入間基地

へ帰着いたしました。 　1 日目の北空司令官殿、 基地司令

殿の講話では、 我が国を取り巻く安全保障環境や三沢基

地および北部航空方面隊の歴史と防衛事業の必要性、 加

えて今後の在り方についてご教示いただき、 知識習得中

の当方にとって学びの多い非常に有意義な時間を過ごさせ

ていただきました。 ２日目の第 35 戦闘航空団司令官殿の

講話においては、 今後日米軍間での相互運用性の向上を

図るべく、 機敏な作戦展開への取り組みと F-35 戦闘機

への移行ならびに F-16 戦闘機の管理体制を強化すべく、

航空自衛隊と米軍との間で常に連携を取り合うことにより、

国際秩序を守るため行動していく、 という心強い説明が深

く印象に残り、 日本の安全保障と国際社会の平和 ・ 安定

を実現に向け、 日米間で良好な共存共栄の関係を維持す

ることの重要性を学びました。 加えて、F-35 や F-16 といっ

た機体見学では、 戦闘機やそれらに関連する装備品に実

際に触れながら見学することができました。 間近で見る戦

闘機はやはり圧巻で、 実物は写真よりもインパクトがありそ

の迫力に圧倒されました。 隊員の方々による説明では、 ス

テルス性など何となく聞き覚えのある言葉も、 実際に目と

耳で見聞きしたことにより理解の深化を図ることができまし

た。 さらに、 夕食懇談会といったお食事の場では、 三沢

基地でしか味わうことのできない、 アメリカンな食材に舌鼓

を打ちつつ、 研修参加者の皆様との意見交流を通じて親

交を深めることができ貴重なお話を伺うことができました。   

本研修に参加させていただき、 改めて官民それぞれの協

力あってこそ、 現在の日本の安全は保たれているということ

を実感いたしました。 微力ながら日本の防衛の一端を担う

一人として、 誇りと責任を胸に、 本研修における交流や経

験を今後の業務に還元していくことで、 より高いレベルで

業務に従事できますよう努めて参りたく存じます。 結びにな

りますが、 お力添えをいただきましたご関係者の皆様には、

改めて心より感謝申し上げます。

　                            

                           法人賛助会員　日本電気株式会社　森田　三慈　様
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　 横 田 基 地 発 — 在 日 米 宇 宙 軍（U.S. Space Forces-
Japan）は 2024 年 12 月 4 日、横田基地にて、日本国
内で運用する新たな部隊として発足しました。
　この発足
は、日米同
盟 の 重 要
性、日本の
防衛省によ
る宇宙関連
組織と能力
の急速な発
展、そして
在日米軍を
支援するための高度な宇宙専門知識の必要性が高まっ
たことを受け、米インド太平洋宇宙軍司令部によって
決定されました。
   在日米宇宙軍の発足により、米インド太平洋宇宙軍
司令部の指揮下で、日本国内における宇宙作戦の計画、
統合、調整、遂行が可能となりました。この体制下で、
日米のパートナーシップ協定を支え、日本の宇宙関係
機関との連携の深化を図るとともに変化する地域課題
へ対応し、「自由で開かれたインド太平洋」の実現を確
かなものにします。
   設立から 6 か月後の今、同部隊は航空自衛隊宇宙作
戦群との連携と協力を最重要事項とし、両国の宇宙運
用における相互運用性の向上に取り組んでいます。

「米国は、宇宙領域における国際的連携を、脅威を抑止
し、必要であれば対処するための基盤と考えており、
インド太平洋地域における日本とのパートナーシップ
は極めて重要です」と、在日米宇宙軍司令官ライアン・
ラートン大佐（Col Ryan Laughton）は語り、また、「相
互に協力し、システム間の相互運用性を構築し、宇宙
運用を学び合い、現実的なシナリオで合同演習を行う
ことは、この地域における脅威に対抗する上で極めて
重要です」と述べました。
   在日米宇宙軍は、2025 年 2 月に種子島宇宙センター
で行われた準天頂衛星「みちびき 6 号（QZS-6）」の打
ち上げを支援しました。この衛星には米国のペイロー

ドも搭載され、国家安全保障を目的とした日米共同の
宇宙プロジェクトとして、宇宙領域における日米同盟
の拡大を示すものとなりました。これは、「準天頂衛星
システム搭載衛星プログラム（QZSS-HP）」における 2
回の打ち上げのうちの最初のものでした。
   宇宙ベースの資産は、現代の防衛と安全保障におい
て極めて重要な役割を果たします。衛星は、監視、偵察、
ミサイル警報、通信といった重要な機能を提供してい
ます。地域の安全保障上の懸念が高まる中、日本も宇
宙分野の能力を強化し、潜在的な敵対勢力の抑止と国
益を守る取り組みを進めています。
   中国とロシアの両国は、米国およびその同盟国の
衛 星 を 脅 威 に さ ら す「 対 宇 宙 能 力（counterspace 
capabilities）」を開発・配備しており、その進展スピー
ドは加速しています。両国が開発している対衛星兵器

（ASAT：Anti-Satellite Weapons）は、宇宙インフラに
対する重大な脅威であり、在日米宇宙軍と航空自衛隊
宇宙作戦群は、こうした脅威に対抗する防御手段と強
靭性の確保に向けて緊密に連携し、「自由で開かれたイ
ンド太平洋」の維持に努めています。
   このような前例のない時代において、日米同盟は進
化を続けており、宇宙分野における両国の連携は、相
互運用性の確保と「自由で開かれたインド太平洋」地
域の安定への強い意志を表しています。
   「統合作戦司令部（JJOC）の創設は、統合環境下にお
ける指揮の統一・標準化に向けた大きな一歩です」と、
ラートン大佐は語り、「在日米宇宙軍は、米国防総省及
び米宇宙軍が宇宙の専門性、能力、信頼性をもって議
論に加わり、日米同盟を構築していく上で極めて重要
な存在です」と日本の宇宙作戦群との関係についてコ
メントしました。
    在日米宇宙軍は、「キーン・ソード」「キーン・エッジ」

「パシフィック・セントリー」といった日米共同演習に
継続して参加し、日本のカウンターパートと相互運用
力の強化と知識や技術の共有を図っています。

「進化するパートナーシップ」
在日米宇宙軍、航空自衛隊宇宙作戦群との相互運用性を強化  

ティシャ・イェイツ大尉   Tisha J. YATES, Capt,USAF Director, 5AF PA 

　　　　Flag passing ceremony
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　桜の開花も間近となり、春本番のなか開催されると思わ
れた「SPORTEX24」であったが、開催前日、都心にも雪が
降り、多摩ヒルズゴルフコースは「積雪 6cm」となった。
開催当日 3 月 20 日（木）、早朝 5 時前に理事 2 名が現地の
状況を確認し、コースには一部雪や霜が残るものの晴天の
予報もありプレーは可能と
判断、スタート時間を 30
分遅らせて開催されること
となった。
　本年度は、経費の高騰や
参加者数の減少により、こ
れまで年度 2 回開催されていた SPORTEX を年度 1 回に集
約する形で初めて開催された。上ノ谷理事の継続的な各所
への働き掛けと関係者間の綿密な調整に加え、1 回の開催
に集約されたこともあり、多くの腕自慢が集い、航空総隊
司令官谷嶋正仁空将以下現役空自隊員 33 名、米５空軍司
令官ステファン Ｆ ジョスト中将（Lt Gen Stephen F. Jost, 
5AF Commander）以下米空軍関係者 16 名、丸茂吉成会
長以下 JAAGA 正会員及び賛助会員等 35 名、総勢 84 名の
プレーヤーが参加した。加えて、正会員ボランティア 4 名
が、プレーせずに、早朝のコース確認から始まり、受付、
カート準備、開会式、スコア集計、表彰式に至るまで献

身 的 に 行 動 し、
SPORTEX の

円滑な実施を支
えた。
　　　開会式は、上
ノ谷理事の軽妙

な司会により進められ、丸茂会長とジョスト司令官のユー
モア溢れる挨拶により参加者の気勢は大いに上がった。集
合写真の撮影後、参加者はカートに乗り込みパートナーと
談笑しつつ、所々凍った場所や雪の残る場所などを確認し
ながら指定された各々のホールに向かった。7 時 30 分のス
タート・ホーンを合図に「ショットガン」形式で競技が開
始され、雪をものともしない熱戦が繰り広げられた。
　競技結果は、見事、鈴木康彦さん（正会員）が優勝（GRS 
79 HDCP 10.8 NET 68.2）、丸茂会長から「屏風型写真立」
が授与され、準優勝の石井さん（警備犬管理班長）（GRS 
82 HDCP 13.2 NET 68.8）には「『富士に桜』の写真盾」が、
第 3 位 の ジ ョ ン ソ ン さ ん（Mr. Keith Johnson）（GRS 78 
HDCP 8.4 NET 69.6）には「ゴルフタオルセット」が授与
された。
　昨年空自創設 70 周年を迎えたことから、今回は「70 位」
に「空自 70 周年記念賞」が設定された。見事、杉谷さん（航
空幕僚監部）が受賞し、「金箔ゴルフボール・ティーセット」
が授与された。また「7」の倍数の順位の佐々木さん（第 2
輸送航空隊）、大串さん（正会員）、窪田さん（航空総隊司
令部）、福永さん（正会員）、三浦さん（航空総隊司令部）、
若目田さん（個人賛助会員）、由迫さん（第 4 補給処）、幡
生さん（入間管制隊長）、左腕を負傷しても参加したオカモ
トさん（Col Burt Okamoto, 374ALW）、高橋さん（正会員）
10 名に荒木副会長から「飛び賞」が授与された。また、ブー
ビー賞は伊藤さん（法人賛助会員）が受賞した。
　「JAAGA 会長賞」には、令和 6 年能登半島地震からの復
興を祈念した輪島塗「手彫り沈金」の 2 膳箸セットが用意
され、丸茂会長から「SPORTEX を盛り上げた米側ブービー」

SPORTEX24 

JAAGA members, Koku-Jieitai and USAF service members enjoy SPORTEX  　
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のバーネットさん（TSgt Matthew Barnette, 5AF）に授与
された。
　「５空軍司令官賞」は「SPORTEX を盛り上げたで賞」と
して、ジョスト司令官から川口さん（正会員）に「ウイス
キー」が授与された。
　また、谷嶋総隊司令官から、「空自賞」として、米軍 3
位のロフトンさん（Mrs. Yoko Lofton）、6 位のライト中佐

（Lt Col John Wright, 5AF） 、9 位のジョスト 5 空軍司令官、
12 位のオカモト大佐（Col Burt Okamoto, 374ALW：左腕
負傷も参加）、15 位のバーネット 2 等軍曹（TSgt Matthew 
Barnette）に授与された。加えて、今回初めて「空自から
の感謝賞」が SPORTEX ボランティアに贈呈された。
マ ッ ク エ ル ハ ニ ー 374 航 空 団 司 令 官（Col Richard 
McElhaney, 374ALW Commander）のユーモア溢れ溌溂と
した締めの挨拶により SPORTEX24 はお開きとなった。

　前回 SPORTEX 終了以降、上ノ谷理事を中心に関係理事
が頭を突き合わせて各種の検討を行い、年度 1 回の開催
に変更し、メールの活用の推進による業務の効率化、各
所への啓蒙活動やグリーンミーティングを含む緊密な調
整を行ってきた結果、SPORTEX24 は多くの参加者が集う
素晴らしい日米交流の場となった。関係理事からは、多
くの参加者が集い、楽しく友好を深められる機会として
SPORTEX の更なるバージョンアップを図っていくとの心
強い言葉が寄せられた。
　 終 わ り に、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 行 事 を 支 え た 上 ノ
谷、 西 谷、 大 岩、 村 田 の 4 名 の 理 事、 ま た 毎 回 最 良
の 環 境 を 提 供 し て い た だ い て い る 多 摩 ヒ ル ズ ゴ ル フ
コースの関係者の皆様に改めて感謝を申し上げたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（太田理事記 )

  70th Anniversary Prize
  Booby Prize

2nd

  JASDF  Prize

  Voiunteers

Winner ！

3rd
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航空自衛隊コーナー
From Koku-Jieitai  

ミクロネシア等における人道支援・災害救援訓練（クリスマス・ドロップ）への参加

　　　　　　　　　　　　　　　　第401飛行隊長　2等空佐　新井　正太郎　

　空自は、令和 6 年 12 月 4 日（水）から 12 月 17 日（火）
までの間、ミクロネシア連邦等において実施された人道支
援・災害救援共同訓練（クリスマス・ドロップ）に参加し
ました。訓練はアメリカを中心に実施されており、日本の
ほかオーストラリア、カナダ及び韓国が参加しました。空
自は、2013 年からオブザーバーとして参加、2015 年以降、
輸送機 C-130H により参加しており、今回で 10 回目の参
加となりました。本年の訓練には、第 1 輸送航空隊（小牧）
から C-130H × 1 機、人員約 20 名が参加しました。
　主な訓練内容は、各国と共同で実施する「物料梱包訓練」
及び「物料投下訓練」です。特に、物料投下訓練に関して
は、太平洋の広大な地域に分散している投下場所の中から
割り当てられた投下場所に対し、空中から物料を投下する
訓練で、訓練環境上の制約により国内では実施機会の少な
い洋上への物料投下を訓練できる貴重な機会となっている
ほか、各国との共同訓練を通じて我々の人道支援・災害救
援に係る各種能力の向上を図ることができる非常に重要な
訓練です。
　物料梱包訓練においては、参加国空軍及び現地ボラン

ティアと協力し、慈善活動を行う団体等から米空軍に提供
された寄付品を梱包するとともに、災害救援物資の梱包要
領に係る意見交換等を実施し、能力の向上を図りました。
また、物料投下訓練では飛行経路、投下場所、投下要領、
天候気象、その他運航に必要な事項等、最新の情報に基づ
いて飛行計画を作成し、物料投下に関する統制要領を遵守
して安全確実に物料投下を完遂しました。加えて、各種訓
練を通じて、参加国空軍人と防衛交流を実施し、相互理解
の促進を図りました。
　本訓練を通じてミクロネシア連邦等の太平洋島しょ国の
各国に物資と笑顔を届けることで、理解と信頼を醸成する
とともに、世界の平和と安定に深くコミットしていくとい
う航空自衛隊の意思を示すことができました。加えて人道
支援・災害救援に係る能力の向上、米空軍との相互運用性
の向上及び参加国間の連携強化を図ることができました。
JAAGA の皆様からは、訓練にあたり激励の品を頂戴し、訓
練参加者の士気が上がりました。この場を借りて御礼の挨
拶をさせていただきます。誠にありがとうございました。

All participants from KOKU-JIEITAI  
 70th Anniversary

  1952 年から始まった「クリスマス・ドロップ」（OCD：
Operation Christmas Drop）は、12 月のクリスマスの時期、
ミクロネシア連邦とパラオ共和国の島々を巡って行われる
物料投下訓練で、空自は 2015 年から参加している。投下
される物資（生活用品等）は、米空軍と米国の慈善団体が
中心となり集められた寄付物品であり、提供者、（子供た
ちも含む）ボランティア、訓練参加者が一緒に箱詰めを行

い、投下物資はそのまま援助として贈られる。指定された
場所に、100m ほどの低高度で進入・投下することから、
物資を待ち受ける人々が手を振る姿に接することができ、
単なる実戦的な物料投下訓練ではなく、サンタとなって「贈
り物を届ける」という、「やりがい」のある訓練となって
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　( 太田理事記 )

　　　Situation at the time of material drop
　Kids on the ground ←　→ The crew on board
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米空軍コーナー　
From USAF 

PACAF 司令官、AFA シンポジウムで即応性と殺傷能力を強調
https://www.pacaf.af.mil/News/Article-Display/Article/4108278/pacaf-commander-highlights-readiness-lethality-at-afa-warfare-symposium/

   太平洋空軍司令官 Gen Kevin Schneider は、2025 年 3 月
4 日に開催された Air & Space Forces Association のシンポジ
ウムで、PACAF が重視する戦闘の効果、殺傷能力、即応
性を強調した。
 Gen Kevin 

Schneider は、先
任上級曹長 Chief 

Master Sgt Kathleen 

McCool、在ヨー
ロッパ米空軍・
アフリカ空軍（USAFE-AFAFRICA）司令官の Gen James 

Hecker、同先任上級曹長 Chief Master Sgt Randy Kwiatkowski

とともに、「ACE（Agile Combat Employment：迅速機敏な
戦闘展開）マインド」について議論するパネルに参加した。
上級指導者たちは、ACE、インフラ復旧能力、統合相互運
用性について議論し、紛争下における空軍の戦闘能力の強
化に焦点を当てた。
  「安全な基地で活動する時代は終わった。インド太平洋の

広大な距離と進化する脅威は、紛争状況下で分散した場所
から運用できる柔軟で弾力性のある部隊を要求している」。
   Schneider 司令官は、戦闘における航空戦力の発揮と維持

の重要性を強調し、PACAF の強化されたインフラと分散
基地へのコミットメントを強調した。「空軍は、ACE のた
めにインド太平洋に分散した活動拠点を配置したいと考え
ているが、主要な活動拠点での弾力性のあるインフラにも
多額の投資をする必要がある」と彼は説明した。「生存能
力を維持しながら、戦闘力を発揮し、投射する能力のバラ
ンスをとることだ」Schneider 司令官は、殺傷力と持続的な
作戦を確保するために、ロジスティクスが重要な要素であ
ると強調した。「安定したロジスティクスを想定すること
はできない。私たちは、過酷な状況、劣化したネットワー
ク等に備える必要がある」と述べた。
  これらの優先事項を強化するために計画されている重要

なイニシアティブは、レゾリュート・フォース・パシフィッ
ク（Resolute Force Pacific :REFORPAC）、2025 年夏に行わ

れる重要な演習である。この演習では、ACE の概念、戦闘
下でのロジスティクス、複数の場所から戦闘力を生み出す
能力が強調され、米軍が実戦で効果的に活動できるように
するものである。Schneider 司令官は、「われわれは、これ
までなかった方法で、迅速に移動し、戦闘を維持する訓練
をしている」と語った。インフラやロジスティクスに加え
て、同盟国との相互運用性も、インド太平洋地域において
重要であり、この地域全体で日々培われている重要な側面
である。「同盟国やパートナーを味方につけることは大き
なメリットだが、全体的な有効性を高めるために克服しな
ければならない独自の課題も生まれる」と Schneider 司令
官は言う。また、日本、オーストラリア、韓国、フィリピ
ンなどのパートナーとの統合と作戦上の連携が進んでいる
証拠として、REFORPAC のような合同演習や実際の作戦
を挙げた。
   Chief Master Sgt. McCool もまた、ACE を成功させるうえ

で Airmen が重要な役割を担っていることを強調するとと
もに、運用可能な Airmen の訓練がいかにプレッシャーの
かかる実戦環境で行われているかを強調した。「ACE のマ
インド作りの一環として、Airmen は自分の専門外の仕事を
し、クロスファンクショナル・チームとして訓練する必要
がある」とも述べた。
   Schneider 司令官は、昨年横田で開催されたマルチ・キャ

パブル・エアマン・ロデオ (Multi-Capable Airman Rodeo) を
例に挙げ、展開し独立で活動することを Airmen がどのよ
うに学んでいるかを説明した。
  Schneider 司令官は最後に、PACAF が戦いの有効性を高め、

侵略を抑止し、争いの中で力を発揮する態勢を確保するこ
とに重点をおいていることを示し、「どのような紛争環境
でも戦い、勝利する我々の能力は、攻撃を受けている間に
出撃し、戦闘作戦を遂行する能力にかかっている。我々は
演習のために準備しているのではない。我々は勝たなけれ
ばならない。準備万端でなければならない」と述べた。
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浅井理事仮訳）
動画等：https://www.afa.org/agenda/the-ace-mindset/

   Air & Space Forces Association のシンポジウム「Agile Combat Employment Mindset」を議論するパネルでの太平洋空
軍司令官の記事を紹介する。この中では、PACAF が重視する能力を説明する中で、ACE の重要性を上げ、レゾリュート・
フォース・パシフィック（Resolute Force Pacific :REFORPAC）演習の重要性にも触れられている。　　　　（浅井理事記）
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 在日米軍兼第５空軍「日米ホリデーレセプション」が、
令和 6 年 12 月 14 日（土）18 時よりニューサンノー米
軍センターにおいて開催された。米側からは在日米軍司
令官兼 5 空軍司令官 ジョスト中将（Lt Gen. Stephen F. 
Jost is the Commander, United States Forces, Japan, and 
Commander, Fifth Air Force）ご夫妻、在日米軍副司令官
ジョージ Ｂ．ラウル４世海兵隊少将（Maj Gen George B. 
Raul Ⅳ ,USFJ Deputy Commander）及び米軍関係者、自衛
隊側から統合幕僚長吉田陸将、航空幕僚長内倉空将、航空
幕僚副長小笠原空将、航空支援集団司令官森田空将、航空
開発実験集団司令官小島空将、空自補給本部長坂本空将、

情報本部長尾崎空将、防衛装備庁装備官坂梨空将、航空幕
僚監部運用支援・情報部長尾山空将補、航空救難団司令佐
藤空将補、航空戦術教導団司令富川空将補など、JAAGA か
らは丸茂会長夫妻、前原副会長、井筒副会長夫妻、武藤理
事長夫妻、岩崎理事、藤田理事、池田理事が参加した。

 ジョスト司令官は冒頭のスピーチにおいて「世界は力が
強いがゆえに平和が保たれていますが、強さを維持する努
力もしなくてはならない」と述べられ、最後のスピーチで
は 26 年前に奥様にプロポーズした話も交えて和やかにス
ピーチされ、「ホリデーシーズンは寒い。外は寒いが家の
中は暖かい。暖かいのは暖房のお陰だけではなくて人の温
かさや交流の温もりによるものも大きい。今日はそのよう
な温かい時間を過ごしたこと、新たな友情を交わしたこと
が大変嬉しく、こういった繋がりが日米の強い繋がりに
なっていくものと確信しています」と述べられた。

 会場は米軍バンドによるクリスマスソングの演奏が続け
られ、大きなクリスマスツリーにリースなどが装飾されク
リスマステーストのレセプションが盛り上がり、その中
で日米関係者はお互いに親交を深め友情を培っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　

（池田理事記）
 　　　

令 和 ７ 年 １ 月
２５日、恒例の横
田基地及び周辺７
クラブ共催による

「友好クラブ新年
会」が、横田基地
下士官クラブで盛

大に開催された。本会には、周辺自治体はじめ防衛省関係
者等が招待され、JAAGA からは井筒副会長、藤田理事、岩
﨑理事の 3 名が参加した。
 ７クラブとは結成 34 年目を迎える福生・横田交流クラ

ブを筆頭に、あきる野、瑞穂、羽村、武蔵村山、青梅、昭
島の７つの交流クラブから構成され、各クラブは日頃から
基地所在部隊の隊員やその家族と、餅つき、バーベキュー、
野球観戦などのイベントを通じ家族ぐるみの交流活動を続
けている。
  開会に先立ち、厳かな雰囲気の中、儀じょう隊による日

米両国の国旗入場及び国歌独唱が行われた。その後、横田
基地司令官の第 374 空輸航空団司令官リチャード・マッ
クエルハニー大佐（Col Richard F. McElhaney）が、新年
の挨拶を行い「この新年に友人の皆さんとの絆をさらに深
めたい」と述べた。
  また、昨年末に着任したばかりの作戦システム運用隊司

令兼空自横田基地司令の細川 1 佐も挨拶で「着任以来、米
軍関係者や地域の皆さんに温かく迎えられ、多くの支援を
受けていることを実感している。これからも米軍関係者や
地域の皆さんとともに歩めるよう精一杯頑張りたい」と
語った。
  その後、主催者代表の瑞穂横田交流協会会長や来賓代表

の瑞穂町長挨拶と続き，
各クラブ代表と基地司令
官による鏡開きが行われ
歓談が始まると会場内は
一気に和やかな雰囲気に
包まれた。
  会の中盤、瑞穂町の無形民俗文化財の「祭り囃子」が高

根囃子保存会により披露されると、会場は一層の盛り上が
りを見せた。最後は羽村・横田友好クラブ会長及び第 515
航空機動運用群司令官トリッグ・ランドル大佐 (Col Trigg 
E.Randall) の音頭で手締めが行われ、新年会の幕は閉じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （岩﨑理事記事）

在日米空軍 / 5 空軍　横田基地

USFJ / 5th AF at Yokota AB on Dec 14 ‘24

Ｌｏｃａｌ Ｔｏｐｉｃｓ 

第 374 空輸航空団　横田基地

374th AW at Yokota AB on Jan 25 ’25
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 令和 6 年 11 月 23 日（土曜日）午後１時から横田基地
内将校クラブにおいて第 374 空輸航空団司令官リチャー
ド・F・マックエルハニー大佐（Col Richard F. Mcelhaney, 
Commander of Yokota AB）夫妻主催によるホリデー・ソー
シャルが開催された。ドレスコードは、フェスティブ／ス
マートカジュアルと指定され、各参加者は楽しい午後の
ひと時を過ごした。ご招待により JAAGA から川口、村田、
朝倉理事、石川会員が参加させて頂いた。７月に横田基地
司令官として着任したマックエルハニー大佐より主催者挨
拶として「ホリデーは人と人との結びつきという価値観を
共有する大切な時間です。今日の自分を支えてくれた周り
の全ての人に感謝する機会、そしてこのようなつながりは、
共生、思いやり、感謝を通じて真の団結をもたらします。
このホリデーシーズンに自分の大切な人に感謝する時間を
作ってはいかがでしょうか。」と挨拶された。今年も特別
ゲストとして基地内のバレエ教室に通う小さなプリマたち
が迎えられ、可愛いくるみ割り人形のバレエ演技がホリ
デー・ソーシャルに花を添えた。マックエルハニー大佐ご
夫妻はプリマたちに赤い花を手渡し素敵なダンスに感謝を
述べられた。基地周辺地域の市長、市議会議長をはじめ多
くの招待者と基地関係者とのパーティ形式での再会を通じ
て、地域との交流が日米間の強固な団結のためには重要で
あることを実感した。　　　　　　　　　　 （朝倉理事記）  

２０２５横田基地日米友好祭が、５月１７日（土）及び
１８日（日）の両日開催され、５月１７日（土）午後１時
から、米空軍横田基地司令官マックエルハニー大佐（Col 
Richard F. McElhaney, Commander of Yokota AB）主催の
祝賀レセプションが DV ラウンジにおいて実施された。周
辺自治体、協力団体、官公署の長等とともに、空自から影

浦総隊副司令官をはじめ、航空総隊主要幹部、近隣部隊長、
細川横田基地司令等が、JAAGA からは前原、井筒副会長、
加藤理事夫妻及び藤田、村田渉外理事並びに北村会員が参
加した。北村会員は、米空軍交換幹部当時、マックエルハ
ニー大佐と同じ飛行隊に勤務したことから特別ゲストして
参加した。
  レセプションは、マックエルハニー大佐の出迎えから始

まり、約１時間、参加者間で懇談し日米間の交流を図った。
また、最後にマックエルハニー大佐は、横田基地日米友好
祭への参加、日頃からの支援に対して謝意を述べるととも
に、「横田基地は引き続き地域との共存共栄を図るととも
に、友好祭を通じ基地の使命や文化を日本の方々に知って
いただく機会としたい。」と挨拶を行った。
  レセプションが終わる頃には、雨も止み、参加者全員で

DV ラウンジ前で記念撮影を行い、会を締めくくった。
  エプロン地区の航空機展示では、横田基地所属の C-130

等の輸送機のほか、F-16、CV-22、C-17 等の米軍航空機に
加えて、陸自、海自及民間団体等の多数の航空機が展示さ
れた。また、航空機展示や展示飛行の他、屋内ステージや
格納庫ステージでの音楽演奏や各種パフォーマンスなど多
種多様なイベントが行われ友好祭の盛り上げに一役買って
いた。
  友好祭は、朝からの雨のため、例年に比べると来場者は

やや少なめの状況だったが、天候の回復とともに、来場者
数も増加し大いに楽しみ賑わいのある友好祭となった。
　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　（加藤理事記）

第 374 空輸航空団　横田基地

374th AW at Yokota AB on Nov 23 ’24

2025 横田基地日米友好祭

Yokota AB opens door for Festival

作：宇山 OB
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 令和 6 年 11 月 16 日（土）嘉手納基地内カデナハイスクー

ルにおいて、「カデ
ナスペシャルオリン
ピ ク ス (KSO)2024」
が開催された。KSO
は、2000 年の第１
回目の開始から年々
その規模を拡大して
行われ、沖縄県内の
支援学校等から多い年には 1000 名以上のアスリートがエ
ントリーした。参加アスリートのご家族や米軍ボランティ
ア、地域ボランティア、陸海空自衛隊のボランティアを合
わせると数千名以上が参加するマンモス大会として 2017
年の第 18 回大会まで連続して行われていた。その後、6
年間のブランクをおき昨年規模を縮小しながらも、嘉手納
基地周辺市町村の支援学校のアスリートに限定して第 19
回大会を開催していた。第 20 回目の節目となった今年の
大会は、朝から降り続いていた雨も開会式が始まるととも
に止み、時折日差しがさす絶好の天候の中、フィールドや
屋内において多くの競技が行われた。
  KSO 開催に当たり、主催者である第 18 航空団司令官エ

ヴァンス准将（Brig Gen Nicholas B. Evans,Commander of 
18th Wing, Kadena AB）から参加するアスリート、大会を
運営するボランティアに対して、KSO が嘉手納基地におけ

る日米交流の発展の場となる事を嬉しく思うとともに、こ
の大会において多くの思い出を作り上げてほしいと挨拶さ
れていた。
  大会には、沖縄県の照屋副知事をはじめ、外務省沖縄事

務所宮川大使、沖縄防衛局伊藤局長の他、當山嘉手納町長、
渡久地北谷町長等の周辺
自治体関係者が来賓とし
て参加されていた。
  今年度は、昨年度再開

された情報をもとに、過
去 10 回以上通訳ボラン
ティアやテントモニターとして参加した沖縄支部相原事務
局長が、KSO ボランティア総括の狩俣ちえみさんとの密接
な連携のもと、KSO Official Sponsors として寄付金贈呈を
行うと共に、通訳ボランティアや給食支援に当たった那覇
基地准曹会員や多くの若い空自隊員への激励を行った。
  本大会のボランティアとして参加した多くの空自隊員た

ちは、ハンディキャップを持ったアスリート達の競技に対
する純朴な参加姿勢に触れ、バディとなって一緒に熱く応
援した米軍ハガーボランティアとの交流を通じ、短い時間
ではあったが大変良い思い出を作っていた。また、担当し
たアスリートや米軍ボランティアとの再会を約束し、引き

続き来年度もボランティ
アとして参加したいと感
想を述べていた。

　　  ( 相原沖縄事務局長記）

第 18 航空団　嘉手納基地

18th Wing at Kadena AB on Nov 16 '24

    

   日米エアフォース友好協会（JAAGA）は、お陰様で令和 8 年 7 月で創立 30 周年を迎えます。日米同盟の深
化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。「JAAGA だより」も、JAAGA 活動の
広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えています。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見や
ご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   jaagaKH222@outlook.jp

投稿募集のご案内

　
　
　日米現役の皆さんを応援する「JAAGA だより」を更に多様性に富んだ充実したものにするために、会員の皆
様の投稿を募集しています。投稿頂いた方には記念として、「JAAGA グッズ」（男性にはタイピン、女性にはピ
ンブローチ）を謹呈させていただきます。
　　　　　　　　　　　　JAAGA 広報係

JAAGA グッズの紹介
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職　名　 氏　名　　　　（青：新任）

会　長 丸茂吉成

副会長 前原弘昭、荒木淳一、井筒俊司

監　事 小野賀三、深澤英一郎

理　事

理 事 長 武藤茂樹

副理事長 増子  豊

企画 山田真史、上ノ谷  寛、引田  淳、菊田  哲

総務 金古真一、井上浩秀、長田国男、山倉幸也（兼）、荒木哲哉、島津貴治、西谷浩一、
伊藤　顕

渉外 岩崎仁彦、川口泰志郎、藤田信之、村田圭史、朝倉譲、川波清明、加藤史彦

会員 今瀬信之、西村弘文、山倉幸也、野澤隆一

広報 浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘

財務 平元和哉、大岩卓弥、宮本裕徳、上境賢己

支部役員
支部長 池添孝史（三沢） 丸野礼治（沖縄）

支部事務局長 山本親男（三沢） 相原弘介（沖縄）

令和 7 年度 JAAGA 役員

令和 7 年度 JAAGA 事業計画
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役  職 氏　名 役  職 氏　名 役  職 氏　名

  顧  問
　 岩崎  茂、小野田 治、
　 山崎  剛美

  顧  問
　 平田  英彦、石野  次男、
　 福井  正明、清藤  勝則

理  事
　 深瀬  尚久、三谷  直人、
　 高橋  秀雄

退任役員

法人名 住　所 代表者 法人名 住　所 代表者
株式会社アイテック 静岡県静岡市 大畑　大輔 BAE Systems Japan 東京都港区 Rob  Peer

森谷　志郎 東京都世田谷区 蛯名　忠親 横浜市青葉区 池田　清光 東京都品川区
原　  千明 東京都町田市 大倉　    健 東京都港区 松浦　良成 神奈川県横須賀市

谷田貝 義幸 栃木県宇都宮市 広中　真人 東京都大田区

    
　
　日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、
横田基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修の意
義のみならず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 ～ 2,000 字程度）、写真、図表等を含め
ていただいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・
米空軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人会員の皆様】31 社
株式会社 IHI、株式会社アイ・テック、株式会社石橋オフィスサポート、伊藤忠商事株式会社、株式会社エク
シオテック、川崎重工業株式会社、株式会社シー・キューブド・アイ・システムズ、株式会社 SUBARU、住友
商事株式会社、双信商事株式会社、双日株式会社、東京航空計器株式会社、株式会社東芝、日本電気株式会社、
日本飛行機株式会社、ノースロップ・グラマン・ジャパン、BAE Systems Japan 合同会社、藤倉航装株式会社、
富士通株式会社、株式会社フジワラ、渕上建設工業株式会社、Boeing Japan 株式会社、丸一土地建物株式会社、
丸紅エアロスペース株式会社、三菱重工業株式会社、三菱商事株式会社、三菱商事マシナリ株式会社、三菱電
機株式会社、三菱プレシジョン株式会社、株式会社武蔵富装、ロッキード マーティン グローバル インコーポ
レーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】１１５名

賛助会員の皆様へ

法人賛助会員（2 社）

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所

伊藤　　顕 東京都国分寺市 甲斐　　修　 東京都町田市 鈴木　康彦 埼玉県入間市

尾崎　義典 東京都世田谷区 後藤　雅人 東京都新宿区 井上　伸康 埼玉県朝霞市
今福　博文 神奈川県相模原市

正会員（7 名）

個人賛助会員（8 名）

新入会員紹介

※これまでのご支援ありがとうございました。
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員 7 名、個人賛助会員 8 名、法人賛助会員 2 社の合計 17 名（社）  
     の入会を得ることができました。
○ 令和 7 年 5 月 15 日現在、正会員数 247 名、個人賛助会員数 115 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　 員数 31 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。

　　【入会資格】
　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　郵 　　 便   ：〒 160-0002
　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　

◇編集作業（編集長Ｉ）◆今号は、米軍との演習内容
の組み替えや日程変更で項目をかなり減らしましたが、
各項目の内容を充実させて、JAAGA アワード受賞者の
特集を組んで , 写真を大きくして・・、気付いてみたら
前号よりページが増えてしまいました。楽しまれてい
たら幸甚です。今後もご支援よろしくお願い致します。
◆梅雨も後半になってきました。今年は大きな水害等
がないことを祈るばかりです。また、熱中症予防が声
高に聞こえてきます。十分注意しましょう。（A）
◆航空自衛隊幹部学校米交換幹部のキース中佐の日本
文化に対する敬意と吸収しようとする熱意に感動しま
した。これからもこういった交流を大切にしていきた
いですね。（Ｉ）
◆「四季」が夏と冬の「二季」になりつつあるのでしょ
うか。美しい秋を期待しつつ、体調を整えて暑い夏を
乗り切りましょう！（O）
◆ 8 年弱続いた黒潮大蛇行が終息し通常の流れに戻り
つつあるとのこと。ここ数年の国際情勢の大きなうね
りも早く平穏になってほしい。（S)

編集担当（広報理事）：浅井玲、池田五十二、太田徹、菅原政弘
JAAGA だよりは、ホームページからもご覧いただけます。

（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）

会員募集

編集後記

作：山本康正 OB


